
ハンドインダイのプレス作業に究極の安全装置登場！

半自動化を実現半自動化を実現
シャッターガードを複数機に取付け1人
で扱う“多台持ち”。トランスファの代わ
りにオペレーターが生産を半自動化させ
ます。

安全距離０安全距離０

確かな安全性確かな安全性

ガード板による物理的な遮断により安全
距離は不要。ボルスタの至近距離で作業
が可能になります。

押しボタン操作不要押しボタン操作不要
自動起動式なので、オペレーターの作業
は材料の供給・取り出しのみ。疲労軽減
生産性向上に効果を発揮します。

自動
起動式
インターロック
ガード式安全装置

ガード板によって、オペレーターとプレ
ス機の間を物理的に遮断するので確実に
安全が保たれます。



半自動化を実現4さらに詳しく

押しボタン操作不要

シャッターガード 従来

さらに詳しく

さらに詳しく

さらに詳しく

特別な活用法により自動化システムラインと変わら
ない生産環境を実現することが可能です。
その方法はシャッターガードの“多台持ち”。
シャッターガードを複数のプレス機に取付け、それ
を1人のオペレーターが扱う。
オペレーターをトランスファ装置の役割として見る
ことで自動化システムラインのような“半自動化”を
実現可能です。
多品種少量生産での自動化は多台持ちが効果的です。

オペレーターの前面をガード板で物理的に遮断。

加工領域への侵入を不可能にします。

金型や材料が飛散した場合もガード板がオペレーターを守ります。

さらにガード板が完全に閉まらない限りプレス機は起動しないため

“万が一”のことを考える必要はありません。

ガード板による物理的な遮断や急停止性能により安全距離が不要。

ボルスタの至近距離で作業が可能になります。

これにより余裕が生まれ、作業中にワークの検品をすることが可能に。

オペレーターが品質管理者になることもできます。

シャッターガードの最大の特徴は“自動起動式”にあります。

オペレーターは材料をセットして手を戻すだけ。

これだけでガード板が閉まりプレス機が自動的に起動します。

そこに押しボタン操作は必要ありません。

このロスタイムを無くし、作業効率と生産性の向上を図れます。

また、両手押しボタン操作は大きな負担であり疲労の原因です。

これらを無くし作業環境の改善を可能にしています。

安全距離０

確かな安全性


